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第
十
五
卷
2

六
九
ニ)

一
 

雜
鍮
社
會
思
想
家
と
しv

の
ウ
ヰ
wrA

*!?-リ
ス

第
十
二
號1

三
八

mmm_

け
れ
ざ
も
こ
の
試
み
も
、
衰
退
し
行
く
モ
リ
ス
の
身
體 

を
如
何
€
も
す
る
こ
と
が
出
來
«
か
つ
た
。
彼
は
故
國 

に
る
歸
の
止
む
な
き
に
.：虫
つ
た
;0
八
月
十
^
.
日
の
未
明 

ヶ
ル
ブ
ジ
ー
に
着
い
て
、
直
ち
に
ヶ
ル
.ム
パ
ス
コ
ッ
ト
の

家
に
行
く
希
翅
で
は
あ
つ
た
•か
、
彼
の
容
M
は
之
を
許 

さ
な
か
つ
た
？ 

f

し
て
パ
ン
マ
ァ
ス
ミ
ス
の
家
に

. 

ど
落
ち
つ
い
た
。
九
月
八
日
に
は

、

最
後

0

大
作
た 

る

"
H
h
e 

Sundering F
l
o
o
d

デ
の
最
後
0 -
文
章
を
ロ
述 

し
終
つ
た
。
モ
ブ
ス
の
容
態
は
悲
觀
し
な
け
れ
比
な
ら 

な
い
も
の
で
あ
つ
た
o
彼
が
/.
ル
?
>
か
ら
歸
つ
た
當 

時
が
ら
左
肺
の
充
血
ば
繼
續
し
、
：身
體
の
衰
|
|
は
甚
だ 

し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
彼
は
死
を
®
悟
し
た
。
死
^
近 

づ
く
ど
共
^
自
己
統
制
の
カ
を
失
つ
て
、
ざ
：ぅ
し
て
屢 

•々
.威
情
の
激
動
を
威
じ
^
の
で
あ
つ
た
o
け
れ
^
も
彼 

は
其
の
最
後
ま
で
_
術
的
で
あ
つ
た
。
彼
の
友
め
ァ
ー 

ノ
ル
ド
‘
-'
K
ル
メ
ッ
シ「Arnold 

D
o
l
m
e
t
s
c
h
)

は
皮
の 

ft
め
に
+
六
世
貂
の
小
琴
を
彼
の
請
の
ま
ゝ
に
_
ぃ

た
0
さ
ぅ
し
て
彼
は|

皆
ん
だ
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
死 

は
遂
に
來
た
。
十
月
三
日
の
土
晒
日
の
午
前
十
一
時
か 

ら
十
二
時
の
間
に「

詩
人
で
藝
術
家
で
、
エ
_
家
で
駔 

翁
主
_
者」

で
あ
つ
^
モ
リ
ス
は
を
の
多
端
な
六
十
一
一 

，歲
.の
生
涯
を
終
つ
た
。
各
ぅ
し
て
三
日
の
後
彼
の
死
體 

は
色
々
な
草
花
で
飾
ら
れ
ね
車
に
乘
せ
ら
れ
、
土
地
の 

人
々
.に
引
か
れ
て
、
ヶ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
の
小
夺
院

ii

雜 

ら
れ
た
。
被
の
主
治
醫
はW

リ
ス
の
死
の
原
因
に
つ
い 

て
云
ふ
。「

彼
は
社
會
主
-»
の
原
理
を
宣
傅
贫
る
熱
心
の 

.た

.め
に
■
牲
に
な
つ
た
の
だ
S
私
は
斷
言
す
る」

ビ
。
. 

他
の
孺
師
は
ま
た
云
ふ
。「

彼
の
病
は
ゥ
ヰ
タ
ァ
ム
4
 

リ
ス
だ
か
ら
な
の
だ
。
彼
は
s

o
人
の
十
人
前
も
働 

い
た
か
ら
だ」

と
。
私
は
こ
の
犠
牲
の
、
然
も
自
己
化 

忠
實
な
•.
生
涯
を
甚
だ
尊
い
も
の
ビ
思
ふ
。(Mackai!,

Ilrpp. 343-367)

\
 

-

以
上
‘
以
て
、
ゥ
牛
リ
ァ
ム
*
1
?
3
ス
の
生
涯
と
典
の
31
1
:
業
池
|:
拟 

想
の】

端
^
傳
へ
得
?:
こ
と
と
思
ふ
。
筆
教
は
他
日
の
機
ぎ
|:
ぉ
：ぃ

て
/'
'̂
9

ス
の
著
述
じ
ふ
っ
て
*
以
上
蚁
间
に
淡
り
て
、
餅
記
的
|: 

紹
介
七
す
ス
の
姐
想
冬
系
統
的
、
紕
織
的
|:
論
述
し
，
他
の
同 

•時
代
の
»1
|
:會
恐
想
と
の
交
渉
|:
及
ぴ
夂
い
と
考
へ
て
ゐ
る
0
社
會
思 

淑
家
ミ
し
ズ
の‘I? 
4

ス
.は
.と
.の
^
分
か
附
如
す
る
ざ
|:
'ょ
つ
.て
^
成 

す
る
笹
で
あ
る
0
今
六
间
| :

雜
る
提
篇
か
糊
紙
す
る
| :
當

リ

'

貴

®

 

丸
紙
而
か
割
く
と
と
を
貯
；さ
：れ
れ
る
木
誌
編
轔
存
羞
く
愛
讀
下 

■す
；っ
个
靜
洛
諸
?
|̂
感
..謝0
.
^
^
表
す
0̂'

(

..

.|
:

九
.ニ
T」
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一
 

五
}
 
;

:

'

,

_.

太

利

I:
於

沙

る

社

會

：'
 
,
 

主

義

學

說

の

發

逄

ハ

I 

•

五

社
會
軍
命
家
の
學
說
の
方
に
向
^
て
行
つ
た
唯
一
の
.

社
會
生
*
者
は
、''
镯
民
的
勇
士
"
 

Giuseppe 

Gkribaldi

. 

. 

.

.

其
人
で
ぁ
つ
た
。Garibald

r1
は
I00
7C
年
に
孤
か
に 

^

I

I

O

Eに
左
袍
し
、
而
し
て
其
れ
が
爲
{(
:
熱
心

に
盡
力
し
た
。
乍
併
、
社
會
主
義
に
對
す
る
彼
の
純
#
 

な
る
慈
善
家
.的
解
釋
.(

其
»

釋
に
は
經
濟
^
政
治
ビ
の 

'

關

係

に

一

層

深

き

理

解

が

缺

け

て

ゐ
.た
^

、勞 

働
問
題
を
大
ざ
つ
ぱ
に
解
決
す
る

こ
s

fc
依
つ
て

w

,

、

_
 

フ
基
礎
を
置
い
た
が
尙
統」

の
繊
綁
な
る
龃
國
を
再
び
間 

j

題
に
し
檨
ど
す
る
彼
の
策
戰
上
の
配
|1
と
の
此
ニ
つ
の 

事
が
、
彼
を
し
て
、
假
令
心
_の
定
ら
ぬ
臆
病
も
.の
で
は 

j
」

な
か
つ
ft
け
れ
ど
も
、
取
り
ビ
め
の
な
い
且
時
々
は
«
 

j

fc
ら
け
の
人
の
樣
に
M

は
せ
た
o

彼
は
、
S
W
-
N
N
S
の 

I
.

小
ブ\

ジ
ョ
ァ
的
な
、國
內
化
限
ち
れ
た
社
會
主
義
に
は 

一
反
對
な
灸
旨
を
述
べ
/2
、
而
し
て」

&

旨

ま

§
ー
 

を「

⑽

.一
來
の
太
陽」

(Sonne 

der 

zukunft)

^
し
て
指
一
下
し 

た
。
け
ルW

も
彼
は
、
.社
會
主
_
は
何
人
か
何
物
か
を 

略
取
せ
ん
ビ
欲
す
る
も
の
で
ぁ
る
ビ
去
ふ
解
释
に
は
劇 

し
く
反
對
し
た
。
從
つ
て
富
者
を
貧
窮
な
6
し
む
る
.こ 

ミ

ょ

り

は

寧

ろ

貧

者

を

富

裕

^'
ら

し

むる
こ

ミ
.に
關
® 

.し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
。
彼
は
同
.時
に
私
有
財
產
の
維

第
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卷
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雜

錄
伊
太
利
|:
け
る
社
重
義
擧
說
0
發
達

竿

1

S

一
 
三
九

W I



$
,
$ 

;(1:

六
九
•四)

雜

.
錄

伊
太
利
に
け
：る
社
會
在
義
學
說
の
，狭
達
.
：.

. 

第

十

二

號一

四
〇

.#
及
無
產
者
の
：經
濟
的
奴
隸
の
廢
止
の
爲
に
意
見
を
被 

瀝
し
た
。
，彼
の
夢
想
す
る
所
は
一
般
的
自S

 

W

Sふ
人 

類
.の
理
想
で
ぁ
つ
た
ぃ
洵
に
古
き
所
謂
社
會
■•*
:■
は
.マ 

y
チ
ェ
ス
タ
ー
學
派
：に
類
.似
す
る
所
多
§
も
の
で
あ

Internationalist

は
恭
順
にGaribaldi

を
頃
聽
し
た
、
 

又
彼
の
前
に
恭
し
く
帽
子
を
脫
い
^
、
け
れ
f

時
事 

問
題
に
對
し
て
ば
益
々
彼
の
見
.
を
通
ぅ
越
し
て
行
つ 

た
。
羅
馬
を
首
府
S
し
た
新
王
國
の
第
一
年
は
階
級
間 

の
敵
對
：を
著
し
く
壻
し
た
。1

方
に
は
資
本
主
_
65
發 

達
は
益
々
劇
し
X
な
6
、
他
方
に
は
貧
困
の
增
加
<
迄 

は
行
か
な
か
つ
た
ど
は
®

へ
貧
困
の
意
識
は
增
大
し
つ 

、
ぁ
つ
た
。

一.面
に
は
屢
々
：遠
慮
な
き
搾
取
が
行
は 

れ
、
他
の
一
而
に
は
憤
怒
ビ
失
望
ビ
は
深
く
な
ら
つ
> 

ぁ
っ
た
。

彼
等
が
心
を
偏
愛
し
た
ビ
云
ふ
こ
^
は
、
伊
太
利
に 

於
け
.る
：
1
|
3
2
&
>
&

'.
:
,の
優
れ
た
偷
理
.的
本
質
^
在

つ
た
。
勞
働
に
於
け
る
人
間
の
憤
値
を
向
上
せ
し
む
る 

こ
^
は
、
彼
等
の
最
も
重
婪
な
る
綱
領
個
條
のr

で
あ 

つ
た
。
其
れ
は
亦
彼
等
の
社
#
主
義
的
解
鄹
の
結
泶
ビ 

し
て
現
は
れ
た
.名
の
で
あ
つ
た
①
社
會
的
變
革
の
行
は 

る
ゝ
に
當
つ
て
は
、
■先
づ
民
衆
め
問
に
心
理
的
集
合
狀 

飽
が
喚
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
、
»r
る
心
理 

的
狀
態
は
、
資
本
の
支
配
の
下
に
於
て
賃
銀
無
產
者
に 

分
配
せ
&
る
、
所
の
、
人
ど
し
て
の
價
値
な
き
分
前
を 

考
察
‘す
る
場
合
^
於
て
、
■最
高
頂
，に
達
し
^
の
.で
あ 

ス
。
乍
併
斯
る
考
察
を
爲
し
得
る
が
爲
に
は
、
ル
ノ
く
e 

も
最
低
度
0;
敎
育
を
必
要
€
す
る
、
從
つ
て
、
若
し
伊 

太
利
の
社
會
革
命
家
が
機
に
乘
じ
て
强
制
的
の
且
平
等 

な
^
學
校
敎
育
を
實
行
し
た
な
ら
ば
、
.其
れ
は
論
理
に 

適
つ
た
劣
の
'
•で
あ
つ
れ
。

A 

.

伊
太
利
のgternational

の
最
始
の
時
期
は
略
J00
M
4 

年
迄
續
い
た
。

政
府
及
变
配
階
級
は
彼
等
代
全
く
無

• 

. 

. 

.

.

. 

■ 

■

 

.

.

.

.

.

.

.

'' 

.
' 

.

. 

• ■ 

: ■ 

. y

攝
係
.で
あ
つ
た
勞
働
問
:®
が
突
然
發
:^
し

た

の

に

驚

い

.の
鎖
に
■對
し
て
常
に
偷
理
の
乎
段
を
以
て
應
じ
た
所
の 

:f
彼
等
は
從
來
斯
る
讲
題
’は
北
:*
諸
國
民
に
限
ら
れ
.

社
會
革
命
家
が
、
今
や
七
十
年
代
の
半
頃
に
^
て
は
、

た
も
.の
ビ
思
つ
て
ゐ
た
:o
玆
に
最
始
の
腿
追
の
時
代
は
.:
:革
命
的
放
浪
生
活
；の
色
彩
を
11
に
一
層
濃
厚
な
ら
し
J*

始
；つ
れ
、
け
れ
ざ
も
同
時
にInternational

は
數
に
於
る
、を
見
る
の
で
あ
る
。
新
思
想

.の
牢
和
^
诱
及
の
啼
t
 

て
；ち
內
部
の
力
に
於
て
名
增
.

K

し
，
又
.黨
員
間
に
も
勢：

一:

は
過
ぎ
た
云
々
ど
、
天
才
的
0:
言
語
學
研
究
者
>
氐
§

力
の
自
覺
を
生
じ
た
。
折

柄

ー

遂

年

及」

^4

年

は

j 

c
o
s
t
a
:

の
'書
い
た
宣
言
に
は
述V

て
あ
つ
た
。
 

;非
常
な
名
穀
物
の
，2
作
せ
：パ
ン
の
論
貴
€
を
»

&
し

€

働
者
が
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
妣
會
か
ら
全
勞
働
收
益
^
對 

た

、而
1>
て
數
十
萬
の
'人
々
を
從
來
の
小
ズ
ル
ジ
ョ
ァ

.

す
る
權
利
を
要
求
す
る
場
合
^
、
此
目
的
賞
徹
の
爲
の 

，的
な
生
活
か
ら
無
慘
に
も
無
産
：者
的
暗
黑
の
深
資
投j 

?

の
：手
段
は
：G

e
l

で
f

、G
e

l

各

の

は 

げ

ス

办

ぬ

&
令
學
說
は
全
警
€
し
て
何
等
の
變
化
を
：|
善
悪
を
超
越
し
て
存
す
、
併
し
其
目
的
の
基
礎
が
*

1
 

蒙
ら
な
'か
：つ
た
ビ
す
る
も
、'Intergticnai

0
戰
略
が|

に
.偷
理
的
規
範
を
與
.へ
て
ゐ
る
、
惡
し
き
目
的
を
帶
び 

.言
は
I

足
t

瘐
驅
R
變
移
し
I

云
ふ
現
象
に
對|

たは特權
を意味し
、

‘
善
產

的

の

爲

 ̂

す
る
內
屈
的
现
由
は
、
へ
凡
1

8

態
：に
求
め
な
げ
れI

つ
其
れ
は
疋
義
.で
あ
：る
、

社
會
主
義
者
が
f

的
を
達 

は
な
&
ぬ
。
. 

せ
，ん
ど
欲
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
の
反
對
者
が
其
不
疋
を 

,麗

售

動

、
勢
力
自
覺
、
猛
進
、
憤
怒
を
惹
§
し
維
持
せ
ん
が
爲
に
用
ふ
る
0

1

.其
も
の
I

義

に

,

易
い
も
:,
^
で
あ
る
。
-斯
く
し
で
吾
人
：は
、
伊
太
利
の
.社

導

く

樣

に

'用
a
な
け
れ
ば
な
&
灯
ヽ
此
經
過
が
迅
ぐ
に 

會
革
命
家
|

其
現
出
0;
最
始
の
時
期
^
於
て
は
»
迫
行
は
る
れ
ば
行
は
る
ぐ
程
、
.^ ,
衆
0
貧
困
は
益
々
減
縮 

第

重

卷

(
H

ハ■

) 

'
雜:

へ
錄
伊
太
利
に
け
冬
馨
主
義
學
說
0

_
 

. 0

i

0

一
 

四
ブ



笫
十
茧
怨
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六
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雜

、錄
.

伊
太
利
け
る
社
！

5

虫
義
摩
耽
，の
驳
達
。
 

第
-

H
I

雜

1

四
二

せ
ら
れ
、
不
正
は
益
々
速
か
に
.一
掃
せ
&
れ
"
而
し
て 

疋
義
の
原
理
が
芏
位
に
上
ぼ
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。」

云 

々
s

g

^

^

^

^

O

B

I

の
策
戰
上
の
解
釋
は
北
部
の
. 

:
#働
者
地
方
に
於
て
失
敗
に
歸
し
た
の
で
あ
つ
れ
。

七

十
年
代
に
於
；て
、
伊

太

利

：
社
#
ま
義
的
運
動
は 

B
o
u
r
g
e
o
i
s

に
ょ
つ
，て
擀
導
さ
れ
て
ゐ
れ
？
殊
に
ブ
ル 

ジ
ョ
ァW

小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ビ
R
ょ
b
て
行
は
：れ
た
。
其
運 

動
の
中
心
は
、
，工
業
の
殷
盛
な
る
北
部
即- Mailand, 

Turin, 

Alessandria, 

M
o
n
z
a
,
H
e
n
a
,

等
の
勞
«
者
菡
.
 

域
に
於
て
>
は
な
く
し
て
、
却
て
中
部
及
南
部
の
、
エ 

業
的
無
産
者
.に
比
例
し
た
贫
弱
な
る
成
都
市
例
へ
ば 

-Neapel' 

Bologna, 

Florenz', 

I
m
o
l
a

 

に
存
し
た
。

Intergtionai

は
各
同
業
組
A2

に
勞
働
者
が
圈
結
す
る
，
. 

の
を
非
常
に
又
ー
削
は
熱
心
妃
注
意
し
た
。
併
し
其
主 

た
る
活
動
は
政
治
的
^
止
ま
つ
セ
ゐ
た
.。
彼
等
，の
爲
し
，
 

た
所
の
勞
働
組
合
に
關
す
る
活
勸
は
、
彼
等
に
<
つ
て
：
 

::1

般
的
の
目
的
の
爲
の
手
段
で
あ
，る
ヒ
共
に
、
X
短
期

間
の
內
に
達
せ
ら
る
べ
き
自
的
の
爲
の
手
段
?-ぁ
つ 

た
。
即
彼
等
は
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
勞
働
耝
合
運
動 

を

1

般
に
知
ら
る
、
が
如
く
に
、
瞬
間
的
現
象
と
し
て 

且
又
其
自
的
S
せ
る
政
，治
運
動
に
役
立
つ
も
の
S
し
て 

尊
重
し
た
。彼
等
®
內
部
を
强
固
に
し
"彼
等
に
其
各
種 

の
«
業
的
利
寄
に
：逾
勝
し
た
る
立
派
な
組
織
を
與
へ
る 

ビ
云
ふ
こ
せ
は
、
彼
等
の
創
始
者
^
は
缺
け
て
ゐ
た
。

International

は
勞
働
組
合
を
以
て
、
現
在
の
社
會 

制
度
の
變
革
に
對
し
て
材
料
を
供
給
す
る
の
手
殺
た
ら 

し
め
ん
ど
し
た
の
で
ぁ
つ
た
が
、
彼
等
の
急
激
に
實
現 

.せ
んV

し
た
企
圖
は
不
而
目
に
も
水
泡
に
歸
し
た
。
加 

之
、
.

International

は
其
活
動
に
於
て
屢
々
嘲
笑
に
價 

す
る
も
の
^
な
つ
れ
。
彼
等
は
靈
感
、
犠
牲
的
能
力
及 

理
想
的
衝
'動
の
爲
に
入
力
の
能
ふ
限
&
を
爲
し
れ
、
併 

し
興
れ
に
も
拘
ら
ず
彼
等
が
斯
く

も
屢
々
受
け
た
惡

結 

■果
は
、
遂
に
#
働
者
侧
に
於
け
4
凡
て
の
信
任
を
彼
等 

か
ら
奪
づ
て
了
つ
た
'°
七
十
雄
代
の
末
^
は
彼
等
は
全

j

II

く
離
散
零
落
の
悲
'«
.に
，陷
っ
た
。

International

の

*
解
を
蚤
か
ら
し
め
ん
と
せ
し

他 

の
原
因
は
、.

芷
^
此
危
急
存
亡
の
時
^
於
て
其
れ
0
身
': 

の
^;
に
'最
も
激
烈
な
る
意
見
の
不j

致
を
生
じ
た
事
で 

あ
っ
た
。B

a
k
u
n
i
n

の
古
き
黨
與
の
策
戦
は
失
敗
し
て 

基
ふ
こ
ビ
は
明
か
で
あ
っ
た
。
然
る
比
被
等 

は
次
0
.主
張
に
固
執
し
て
ゐ
た
、
此
失
敗
の
原
因
は
策 

略
其
も
の
、
紐
織
に
求
む
べ
き
で
は
な
ぐ
、
寧
ろ
各
^

.の
外
部
的
の
且
1
«偶
然
的
0
隨
#
掛
象
に
求
む
ベ
き 

で
あ
る
气
之
に
反
し
て
北
部
に
1
て
は
、
人
々
は
決 

し
て
2
如1
0
1
1
1
1

ロ
の
见
想
を
殘
&
ず
呑
み
込
ん
で
.は
ゐ
な 

か
っ
た
，、
叉
黨
の
生
命
の
.浮
■
に
關
す
る
.

一

切
の
場
合. 

を
通
じ
て
常
に
'>
霜
派
間
題
に
於
け
る
成
個
人
的
自
曲 

を
留
保
し
て
.ゐ
た
。
が
當
時
北
部
に
て
は
伊
太
利
滯
留 

中
の
佛
蘭
西
-0
0
0
3
9目6

£命
者
£
8'
9>
1:Mal.on 
吃 

に
獨
乙
»
■#
民
生
黨
0.
0
0
の
勝
利
ビ
の
影
響
を
受
け 

V

、
,新
し
き1 

'派

即Malonlst 

.

(

.マ
ロ
ン
の
說
を
奉
す

る
人
々

)

の

1

派
が
著
名

V」
な
つ
れ
。
其
派
は
有
產
階 

&

は

革

命.

的

以

外

の

凡

て

の

手

段

を

以

て

す

る

^

闘

を 

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
而
し
て
又
特
に
、「
合
法」

へ
向 

ゝ
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

S

云
ふ
見
解
を
持
し
た
。

一
 

■七

•
リ
.應
迫
ビ
有
罪
宣
吿
S
の
打
擊
は
唯
、
新
風
想
の
社
會 

主
義
者
の
>中
^
永
久
に
生
命
を
與
へ
た
の
で
.あ
つ
た
。
 

伊
太
利
祉
會
主
義
に
於
て
は
、R

e
v
o
l
u
t

o-n
a
r
i
s
m
u
s

を 

事
實
か
ら
姐
想
.の
上
に
：移
し
て
、
革
命
は
手
段
.に
於
て 

ぃ
は
な
く 

(

何
ビ
な
れ
ば
之
は
唯
應
迫
を
受
け
た
に
過 

ぎ
ぬ
か
ら)

寧
ろ
:0
的
^
求
む
べ
&
で
あ
る
ど
、
說
_
 

し
た
所
の
一
派
が
漸
次
成
立
し
た
。
淇
れ
は
全
く
一
般 

に
非
歷
史
的
で
あ
り
、
又
純
粹
な
る
a
想
主
義
的
で
あ 

I
つ
た
。
其
ニ
派
は
、
凡
で
の
享
樂
の
基
礎
ビ
し
て
の
勞 

•»
及
私
有
財
產
の
廢
止
に
基
ぐ
社
會
の
建
設
ヾ」

云
ふ
點 

に
於
て
は
、
古
風
なinternational

ビ

一
致
し
て
ゐ
た 

け
れ
ど
も
、
社
會
形
成
の
*
磁
に
於
て
は
然
る
を
得
な

笫
十
五
卷(

一.

六
九
七
>丨

.〒

錄

忻

太

利

Li

け
名
社
會
生
雲
說
の
發
逯

第
十
二
號〗

四
三



笫
十
五
卷a

六
九
八)

補
錄
併
太
利

|:
け
る
龅
會
虫
義
擧
說
の
發
逯

 

第
十
二
號
一
四
四 

か
つ
：た
。Malonist 

.に.
^
つ
て
.
は
.

偷
理
は

社
會
主
»
の
.

試
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
考

へ

て
ゐ
た
。
從
つ
て

分
度
器
で
：あ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
.其
れ
の
直
接
：に
强
制 

力
を
有
す
る
原
因
で
あ
っ
た
。
財
鹿
所
有
の
現
在
の
形 

式
が
、
人
間
の
，意
識
に
人
っ
て
來
た
正
義
の
理
想W

云 

ふ
.

も
の
に
最
早
適
應

.

じ
‘

な
い
.場
合U

、

其
形
式
は
變
嚒 

ら
る 
>
の
で
あ
る
。
即
IE
義
の
威
#
が
社
會
的
_
革
0 

規
準
ミ
し
て
說
明
せ
ら
る
V
の
で
あ
っ
て
、
經
濟
的
必 

然
性
で
は
な
い
。
社
會
主
_
の
目
的
は
可
及
的
大
な
る 

幸
福
-
云
ふ
の
で
は
.，な
ぐ
し
て
、；■而
-f

人
間
の
出
來
得 

る
丈
大
な
る
偷
理
的
行
爲
で
お
る
と
。M

a
l
o
r
d
s
t

の
國 

家
親
も
亦
右
0
論
調
代
1
致
し
て
ゐ
ん
。
國
家
は
、
'彼 

.等
に
と
っ
て
«
斷
然
？
_
由
0
否
定
.で
は
な
い
？
又
支 

配
階
級
の
蒌
員
會
で
も
な
く
、
寧.

ろ
無
産
階
級
解
放
運 

動
の
援
助
者
で
あ
う
、
後
に
は
淇
れ
の
指
數
^
な
る
も
.

M
a
r
n
j
i
、

.所
謂
空
想
的
社
會
主
篛
漭
の
如
く
に
、
政 

治
的
及
自
治
的
生
活
のI

切
の
方
而
}̂
於

て

現:{
|
:
涡

盟 

■
せ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
改
革
に
對
し
て
、
詳
細
な
る
ゾ
ロ
グ 

|

ラ
ム
を
立
て
た
趴
の
、
#
i :
利
に
於
て
は
最
始
の
社
會 

主
義
者
で
ぁ
つ
た
。

撕
く
の
如
き
思
想
を
政
治
上
活
動
せ
し
め
#
•
ん
が
爲 

、R
は
、
100
00
2
:年
は
特
に
好
都
合
な
年
で
ぁ
つ
た
。
社
會 

#

義
運
動
のI

頓
挫
以
來
普
逝
選
擧
權
獲
得
《
動
は
.益 

々
碰
に
な
り
つ
、
ぁ
つ
.た
が
' 
同
年
遂
R
政
府
は
選
擧 

權
の
撅
張
を
斷
行
し
れ
。
同
法
は
唯
十
四
人
^

一
 

人
の 

選
擧
權
を
與
へ
た
の
み
に
過
ぎ
な
か
ク
た
が
、
典
通
過 

\
後
合
法
的
手
段
の
み
を
目
的
^
せ
る
新
運
動
が
生
じ 

fz
o
即
選
擧
法
の
改
正
は
突
.然
勞
働
者
の
多
數
を
有
權

の
で
お
る
。
社
會
主
_
者
«
資
本
主
義
的
國
家
を
"
勞
者
た
ら
し
む
る
と
共U

、

假

令

無

學

省

、を

選

擧

權

ょ

り
 

働
の
合
法
的
な
.る
又
理
想
的
な
る
組
織
に
依
つ
て
漸
次
除
外
せ
し
爲
制
限
さ
れ
て
も
、
尙
ほ
無
產
者
の
狹
義
の

::
 

i 

.
 

-

.

,

に
、
將
來
の
社
會
主
義
的
國
家
に
轉
移
せ
し
む
る
樣
政
治
的
游
動
の
可
能
な
る
こ

^
が
明
白
 

<
な
つ
た
。
.假

I

I

も
、
兎

暴

.

1

猛

I

等
の
說
明
に
I

f

 

f

I

者
I

 

一
 

f

劇
し
A

s

 

f

.上
ク 

* 

f

I
は
南
|

越
し
.I

領
、
臀
ィ
ン

は

、

甚

だ

消

極

姆

^

^

式

に

於

て

 >

は

あ
.つ
ft
が

、.，
議
_

會

政

治

に

關

與

す

K
。

こ

と

其

事

を

彼

等

は

旣

化

數

年
前
に
ft
見
し
た一

'
の
爲
に
衙
ぢ
に
糈
一
杯
の
.力
で
‘ 

.仕
'事
に
取
掛
つ
た
。

.

.

ノ

.

'新
し
き
道
は
、
無
.產
漭
的
法
#
の
.制
足
.者
を
作
る
ょ
，
 

り
は
、
寧
ろ
純
然
た
る

».
動
的
滴
壇
ビ
し
て
考
へ
.
&れ
、
 

た
*
俞
に
無
產
者
_.0

.^
表
者
を
作
：.る
Z
ビ
.
.で
*.
;
:
.つ
.
^
.
。 

彼
竣
は
其
鑛
動
的
溃
»
.か
ら
し
.て
其
仕
事
を
續
け
な
け 

..れ
は
な
ら
a'
.
t
R
b
-f
t
.
:
.
而
む
て
其
れ
自
身
0
武
器
庫
の. 

中

に

:«
る
有
康
階
«
に
4
一
 

度
無
.產
者
：め
激
怒
.を
®
吿
' 

し
、な
け
れ
ば
’な
ら
ぬ
.0
最
後
.に
此
.方
法
，に
.於
て
彼
等
の
.
. 

心
情
^
,理
性
.に
訴
へ
な
け
れ
ば
な
ら
办
、

云
ふ
の
？

.

タ
ァ
ナ
シ>

 
ナ
ル
側
に
於
て
はcarocafiero, A

n
d
r
e
a

 
\ 

o
o
f 

.

及
.
w

l

o 

Malatesta,

新
祉
俞
主
義
者
侧
に
#
 
| 

て
は
§
3
2§ 

及 

p
a
l
.n
>

n
 に
於
け
る A

p
o
v
e
r
o
》

0
:
, 

Jp

crqegneros 
•の
外
に
主
ど
し
て o

s
l
d
o

 Griochi vianr 

\

 
と
'
K
n'-
P
.
c
o 

B
i
g
n
a
m
i
,

が
干
«
し
た
，。

j

.

從
來
殆
ん
ど1

般
に
妣
會
.主
義
_か
£
遠
去
か
ら
て
は 

|

ゐ
介
が
、
併
し
其
れ
に
も
拘
ら
ず
旣
に
階
級
的
威
情
を 

|

»
し
始
め
た
所
のMafland 

.の
勞
働
者
逄
は
、
&
に
激
. 

怒
t
嫌
忌
を
抱
い
て
此
軋
_
を
.注
視
し
た
。
彼
等
の
.歷 

史

的

政

治

的

敎

養

は

.

.
、

興

現

.は
れ
た
る
出
來
事
を
眞
髓r'

•

に
於
て
理
解
す
る
に
は
十
分
で
な
か
つ
た
。
彼
等
即
V
 

太
利
，:1
:
業
の
首
府
の
無
產
^

謂
は
：只
一
事
を
觀
察
し 

た
、
贝
勞
働
者
階
級
の
.著
名
な
.指
鑛
者
ビ
し
振
舞
ひ
た

.
-

舉

】

1 :
1
.
'
:
:
1
>

四
1
.ノ
'

ぁ

づ

犮

？
’
：
、
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镇
十
艽
怨(

1
七
0
〇)

.

雜

錄

饼

太

利

1
1け
^
純
會
生
雜
皋
訛
0
發
遴

第
十
二
描
一
四
六

人
々
は
、
.先
最
始
に
哀
む
べ
き
失
敗
を
爲
し
、
然
る
後 

忙
論
爭
し
始
む
る
化
至
つ
た
の
を
0
併
し
同
時
に
雨 

尨
は
、
.假
令
理
論
的
に
は
旣
R
可
な
b
劇
し
く
相
違
し 

，て
ゐ
れ
ビ
は
言
へ
、
.同
じ
方
.法
に
於
て
市
民
的
社
會
主
. 

_
者
_及
理
想
主
義
者
に
依
り
て
指
導
さ
れ
て
ゐ
た
f

云 

ふ
事
實
が
彼
等
に
追
ク
て
ゐ
た
。
而
し
て
尙
他
の
一
動 

機
が
ぁ
つ
た
、
©

g.
a
i
l
s
d
,

の
勞
働
者
の
紐
合
.^
全
然 

「

勞
働
^
の
友」

の
手
中
に
®;
つ
た
か
、
其
拔
Il
y
者
は
.少 

く W

も
勞
働
者
を
勞
働
教
自
身
の
階
級
の
利
益
の
爲
R 

利
弔
し
た
、
然
る
に
—
.ガ
k
於
て
は
、：：國
民
が
黨
派
的 

に
無
感
覺
ビ
な
る
：こ
.ビ
其
れ
は
凡
て
の
階

M
的
相

違
を
消
滅
せ
し
む
る
も

.

の
-
-
-
-
-
-

に
勞
働
若
を
し
て
與
ら

し
め
ん
ビ
期
待
し
た
。
之
等
の
動
機
は
勞
働
者
を
し
て 

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
の
拨
助
に
對
し
て
斷
乎
れ
る
態
度
を
採
ら 

し

め

、
凡
て
の

2

§

^

8

1

5

、

K

主

々

義

.者

と

同

様
k

社 

會
i

義
者
も
、
有
產
的
慈
善
主
義
漭

S

同
樣
に
革
命
的 

现
想
虫
義
者
も
、
呰
同
一
に
取
极
ひ
、野
'心
家
ビ
し
て
輕

m
し
、
政
治
商
寶
域
泫
處
蕾
す
る
に
茧
ら
し
め
た
。

其

れ

は

Operajo 

(

分

離

，し

た

勞

働

者

)

の 

«
勞
働
者
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
、
伊
太
利
に
於
て
旣
に 

P
i
s
a
c
a
n
e

以
來
理
if
上
の
意
義
を
得
又B

a
k
u

s.n

以
來 

實
際
上
の
意
義
を
得
た
所
の
虫
*
、
換
言
す
れ
ば
勞
働 

者
の
利
益
は
他
の
社
會
階
級
.の
.利
益
ブレ
は
全
く
栩
違
し 

た
も
の
だ
^
云
ふ
主
義
か
ら
出
發
し
た
。
被
等
は
凡
て

の
他
の
黨
派——

勿
論
社
會
主
義
黨
も
含
む
-

-
か
ら

も
又
凡
て
0
他
の
階
級
炉
ら
も
自
負
的
に
獨
立
し
て-

一
 

の
勞
働
黨
で
あ
：b
度S.

む
思
つ
た
。
彼
等
は
率
直
な
階 

級
鬪
荦
的
特
徴
を
持
つ
た
#
*
的
勞
働
黨
で
あ
つ
た
。
 

铃
阱 

partito 

operajo 

は 

Alfredo 

Angloiini 

が
疋 

し
く
述
ベ
し
が
如
く
、
其
本
質
^
何
等
か
冷
く
感
ず
る 

も
の
を
持
つ
て
ゐ
た
。
理
想
主
義
及
威
情
主
義
の
何
等 

友
で
は
な
く
、
彼
等
に
：は
、
工
場
及
貧
民
共
同
住
宅
の 

偷
氣
な
き
輩
の
中
で
其
生
洁
を
送
る
4|
1
っ
產
«
の

^

虛

な
 

る
精
神
が
表
は
れ
て
ゐ
拎
。
此
排
他
的
勞
働
者
の
理
論

は
長
く
維
持
せ
ら
る
、
を
#

な
か
つ
た
。
伊
太
利
の 

Proletariat

は
、
正
^
谷
國
の
其
れ
^
同
様
に
其
れ
に 

ょ
つ
て
導
か
れ
た
の
全
く
ff
i
雜
の
爲
に
？
日
々
の 

■
パ
ン
.を
必
耍
ビ
す
る
程
に
知

_
階
級
.を
必
^
ざ
し
た

0 

雨
者
は
結
^
同
]!
2
し

：

1
.
8
9
1

年

§
1
8ハ|2
:
.
1
8
9
2

年 

0
€§
2

會̂
議
を
開
播
し
單
；ー
の
勞
働
黨
を
組
織
し
た
0.

現
在
の
，伊
太
利
社
會
黨
の
，前
身
で
.ぁ
る
。
此
黨
は
選
擧 

R
關
與
す
る
-」

ど
及
議
#
主
®
の
利
用
を
價
値
*
.
る
闘 

帮
手
段
0T 

S
し
て
主
張
し
た
る
を
以
て
、
100
ぉ
¥

の
..
'

會
議
k
於V

は
以
前
のw

a
k
u
n
i
s
t

のI

部
I

個
人 

主
_
的
®
素
か
併
唑
す
る
に
：至
&
、：

絕
體
不
讓
步
を
固
'

執
し
た
人
々
句
其
後A
n
a
r
&
s
t

と
稱
せ
ら
る_

_
を 

>除
外
し
で
了
つ
た
。

.

-
:
.::
::
'
九

. 

，

新
社
會
黨
の
學
說
は
.'
:备

2

|
の
悤
恝
か
ら
1
\
^
0
1
1 

の
其
れ
に
至
る
鬼
の
各
種
の
思
想
を
含
ん
だ
解
し
»
さ
'

神
秘
の
中
に
在
.つ
た
、
然
れ
で
も
此
泥
滩
の
中
^
於
て

第
十
五
餘(

1

七
〇
：一) 

' 雜

0

炉
太
刺
に
け
る
社
會
義
鄉
耽
の
發
續

も
一
の
確
然
た
る
傾
向
が
*
次
礙
勢
と
な
つ
て
來
た
。

I工
業
は
活
氣
を
呈
し
て
發
達
し
始
め
、.
資
本
の
集
t
は 

急
速
の
發
達
を
爲
し
た
、
而
し
て
近
世
的 

が

發

生

し

た

。

斯

く

し

，て

M
a
r
x
i
s
m
s

即
國
民
經
濟 

的
社
會
主
義
が
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。

伊

太

莉

に

於

け

るM
a
n
d
s
m
u
s

 

i
*!
B
%

^
v
c 

B
a
k
u
n
i
s
l
s

を
補
捉
し
、
又
後
者
，は
前
者
の
爲
に
％
上 

地
を
最
も
卓
越
し
た
方
法
で
準
備
し
た
、
ビ
沄
ふ
こ
€ 

は
全
く
疑
ひ
が
な
s

o
唯
兩
學
說
は
其
本
來
の
特
徵
を 

失
つ
た
。
例
へ
ばM

a
r
x
i
s
m
s

は
.大
體
唯
物
史
®i
に 

於
て
縮
少
し
た
，の
で
あ
.る
が
，、
其
史
觀
た
る
や
腕
に 

pl.sacane 

s Bakunin 

S
に
依
つ
て
知
ら
れ
て
居
&
、今

や
f

^
流
の
優
秀
な
る
術
語
の
着
物
を
被
せ
ら
れ
た 

の
で
あ
つ
た
。
其
他
の
部
分
は
、

|

方
に
於
て
は
并
太 

利
偷
理
の
カ
强
き
藥W

泥
合
せ
ら
る
、
^
共
K
、
电
卞 

k
於
て
は
全

く

調
和
し
難
き
狀
態
を
以

て

終

始

し

た

。 

勞
働
階
級
は
凡
て
の
他
の
階
級
ご
は
全
く
異
つ
た
も
の

第
十
二
虢】

四
卡



第
十
芄
猞a

七
0
二)…

雜
.

錄

#
太
利
1
1け
る
蹄
會
雉
魏
樂
魏
の
.

I 

猫
十
二
微

一

八

で
，ぁ
る
、
從
っ
て
勞
働
階
級
姑
自
身
及
其
利
益
を
他
ょ 

ト
引
き
離
さ
な
け
れ「

ば
な
ら
ぬ
云
ヶ
£

6

:

，然
れ
ぜ
も
事
變
は
永
久
れ
此
學
®
の
不
合
理
を
說
明 

す
る
が
如
く
に
見
え
た
。

Ioo
p
00
^
©'
經

濟

的

不

景

氣
 

は
"
社
會
主
義
者
の
意
志
に
.反
し
て
、
或
エ
業
中
心
地 

方
に
於
け
る
勞
働
者
を
し
て
暴
動
に
至
ら
し
め
れ
。
此 

暴
1|
は
；血
11
く
鎭
*
さ
れ
た
の
み
な
^
ず
又
社
會
黧
は 

典
_
政
府
に
依
つ
て
* 

;
に
_

し
ぐ
抑
腮
3
れ
た
。
#
し 

後
間
も
な
く
伊
太
利
に
於
て
は
實
際
に
0
由
な
時
代
が
ン 

始
っ
た
':
'
v政
府
は
^
働
運
動
に
對
し
て
友
！

5
的
關
係
に 

入
6
來
b
、
ス
ト
ラ
ィ
キ
運
動
ど
勞
働
11
合
の
組
織
を
ー 

問
接
に
拨
肋
し
"
議

會

に

於

け

：
る

#！
:
會

主

義

苕

を

愛

撫
 

し
、
X
五
雄
前
に
十
牟
の
^

_
を
胄
吿
さ
れ
た
；

F
i
l
i
p
p
o

一
 

T
U
S
I

に
大
K
の
職
を
ホ
出
た
。
事
物
の
發
達
は
11
:
會 

主
籤
者
を
し
て
、V

方
に
於
て
は
凡
て
の
革
命
的
手
段
： 

の
背
理
な
る
乙

$
を
、
他
方
に
於
て
ば
緩
和
じ
た
態
度 

の
適
常
な
こ
ビ
及
合
法
的
艰
和
的
な
逍
をj

步
々
々
進
.

む
の
可
能
な
る
乙
ビ
を
、
.破
信
せ
し
む
る
様
に
兒
え

.

斯
く
し
てR

e
v
i
s

o'n
i
s
m
u
s

或
は
识
太
利
に
て
呼
は 

る
、
名
に
從
へ
ばr

i
f
o
r
m
i
s
m
o

が
發
生
し
た
。
典
は 

其
强
き
譏
會
主
義
的
選
舉
主
義
的
な
特
色
に
依
っ
て
促 

進
き
れ
れ
の
で
あ
っ
た
。
此
派
の
首
領
辯
士
はFilippo 

T
u
r
a
t
i

で
あ
る
、
彼
は
供
太
利
に
於
け
る

マ
ル
ク
ス
派 

の
創
始
者
た
b
し
者
、
又
其
、社
#
的
素
生
は
縣
知
事
の 

子
息
で
あ
っ
た
。
無
產
锻
吧
«
の
政
治
的
及
勞
■働
組
合 

的
指
導
の
殆
ん
ざ
全
部
が
彼
の
跡
を
追
っ
た
。
目
的 

に
至
る
迄
の
社
會
的
發
達
及
此
0
的

其
も
の
に
就
て 

R
e
f
o
r
m
l
s
m
u
s

は
何
等
の
新
學
說
を
開
陳
し
な
か
っ
れ
。
 

(
彼
等
は
勞
働
的Republikanl.smus 

も
云
ふ
べ
き
者 

で
あ
る
。
各
秫
の
革
命——

其
れ
が
政
治
的
で
あ
れ
經 

濟
的
で
あ
れ
-

—

■の
利
用
を
非
ど
す
る
。
彼
等
に
:̂
つ 

て
は
、
社
會
的
革
命
は
唯
個
々
の
改
革
の
總
si
*
か
ら
注 

ず
る
の
で
あ
る
。
發
達
林
彼
等
に
は
非
常
に
進
化
的
で

:

あ
る
0
彼
等
は
固
ょ
b
階
級
鬪
爭
を
形
式
上
•認
め
る
、
 

併
し
不
免
の
間
にM

a
z
z
i
n
i
s
m
u
s

に
立
戾
り
、
i5
f
際
の 

改
革
の
仕
事
は
高
き
程
度
の
階
級
的
調
和
を
豫
想
し
て 

ゐ
る
ビ
、

信
じ

て

ゐ
る
？
倚
未
熟
の
無
產
階
級
を
將
來 

漸
次
に
、道
德
的
に
ホ
專
的
的
^
も
、
ょ
ぅ
高
き
1
赞
に 

ぎ
る
の
資
格
を
備
ふ
る

:̂
至
£>
:
.し
む
る
乙
ど
、
合
法
的 

な
方
法
に
於
て
國
家
の
機

_
に
入
込
み
得
る
能
カ
丨

■
■
■ 

「

其
機
謝
を
破
壤
す
る
爲
で
は

な
ぐ
利
用
せ
^
$
1 

を
其
指
導
者

.に
與
ふ
る
こ
ど
、
之
等
の
仕
事
は
、
如
可

. 

::
^

^
方
难
^
於
て
も
、
妨
替
さ

.る
、
を
許

3
ぬ
の
で
あ

o 

\
o 

a.

、.
f
L 

.
 

I

際
的
に
は
妥
協
政
策
に
ょ
つ
て
、
廣
大
な
る
民
衆
を
失 

つ
たVJ

爲
し
、
又
其
紐
織
の
諸
種
の
矛
盾
を
憐
ん
だ
者 

力
あ
る
。M

a
r
x

及

wakunl.n

の
舊
來
の
信
舉
者
は
® 

合

し

其
れ
に
は
0
人

(Georges 

S
o
r
d
j

の
影
# 

一
が
あ
づ
た_

而̂
し
て
新
し
き
理
論
的
建
築
物
を
作
つ 

た
,Artur L

a
b
d
o
l
a

 
及 Enrico L

e
o
n
e

 
は
其
1
も
電
！？ぐ

な
る
建
築
家
ビ
言
ひ
得
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
彼
等
は
其
新
家 

一
屋
を
 

SindacaKsmus 

(
s
y
n
d

o-a
l
f
s
m
)

ビ
命
名
し
乙
。

」

吾
人
は
之
に
就
て
は
多
ぐ
を
語
ら

ぬ

で

あ

ら

ぅ

.
、

が

唯

.彼

等

は
ヽ
勞
働
者
は
其
總
合
的
利
益
の
代
表
機
_
ミ 

し
て
勞
働
組
合
を
持
た
ね
ば
.な
ら
ぬ
、
其
勞
働
組
合
は 

:

.黨
派
の
如
ぐ
に
各
種
の
社
會
階
級
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る 

の
で
は
な
ぐ
、
其
れ
@
體
R
於
て
旣
に
}
個9

階
級
單 

位
を
說
明
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
、
考
へ
て
ゐ
‘る
。

又
彼
等
に
ょ
る
€
、
政
治
的
理
想
の
實
現
化
^
; 

f
乙 

S
は
。
旣
に
達
せ
ら
れ
た
經
濟
的
理
想
を
前
提W

す
る 

も

®
で
あ
る
。
玆
に
於
、て
.La

brlola:

は
f
'a
l
#と
ぼ
^

第
十
二
號
‘
 

I

四
九

興
0
1々
々
の
仕
事
に
移
つ
.て
行
つ
た
の
で
あ
る
。

.

-十
” 

:

齋
る
にR

e
f
o
r
m
l
s
m
u
s
.

は
各
種
の
慢
性
的
な
病
弱 

に
福
つ
て
ゐ
る
€
爲
す
者
が
あ
る
。
彼
等(Riforasti)

は
伸
介
な
く
し
てM

a
r
x
i
s
l
s

を
繼
承
し
た
、
而
し 

:}
:
味
合
法
的
臨
機
應
變
§

に
ょ
り
、
又
零 

笫
十
五
卷(

1
ぎ

ミ

_

.

0

实
だ
け
る
社
富
露.

0

發
縫
.



第
十m

盤

(
1

七
0
四)

雜
錄
妒
太
利
_卜け
る
社
曾
虫
成
學
說
の
發
達

■ 

第
十
二
號

1

芄
〇

ビ
の
關
係
をM

a
r
x

主
義
と
は
反
對
に
骰
い
て
ゐ
る
。
 

M
a
n
e

主
義
に
於
い
で
は
，
政
治
的
^
勝
刹
を
得
た
社 

'會
黨
が
典
得
た
權
カ
を
以
て
經
濟
的
關
係
を
修
芷
す
る 

ビ
云
ふ
の
.で
あ
&
o
要
す
る
に
此
派
は
非
議
會
政
策
、

:

總
同
盟
罷
エ
を
主
张
す
る
極
左
黨
で
あ
る
。
;-
':
.

:
"

今
H
R
於
て
、
.■伊
太
■
社
會
主
義
に
於
け
る
一一

大
系 

統
即 R

e
f
o
r
m
i
s
m
u
s

 

ビ
：SindacaHsmus 

VJ 
は
不
俱
戴

天
の
敵
^
し
て
相
對
立
し
て
ぬ
る
。
乍
«
^
太
刺
社
穹 

:

主
義
者
&
多
數
は
、/
其
雨
派
の
中
間
1:
在
る
社
會
民
主 

:

虫
義
の
IE
統
派
に
燭
し
ャ
ゐ
る
。
li
t；
派
は
、
»
會
«
申 

に
ah
#
主
義
の
一
切
の
要
素
を
包
容
す
る
こ
ビ
を
主
®
. 

す
る
よ
り
、Inte^ralismus

ビ
稱
せ
ら
る
、

5t
代
表
的 

首
取
は
«
1
1ユ8

1̂
€
3
:ユ
で
あ
る
0 

:

以
上
を
以
て
大
體
本
稿
を
終
ら
ぅ
^
思
ふ
の
で
あ
る 

-

が
、
未
だ
右
のIntegralist

其
他
に
就
て
述
ぶ
可
き
事 

が
殘
さ
：れ
て
ゐ
る
、
併
し
興
は
他
日
稿
を
新
に
し
得
る 

の
機
會
に
讓
タ
度
ぃ
ミ
忍
ふ
の
で
ぁ
る
。(

完)

，新

判

紹

會

)f\/\/y\/yL/ykriryyKC/?yt?sysc/\/yc/yM\/?si}tĴ

,，
.

中

川正迕蕃吹訂堺
補版

巖
松
堂
發
行

 

菊版ニ七

o

M- 

、

忠
似
金
贰M

五
十
錢 

本
誌
本
年
一
月
號
に
批
評
紹
介
し
た
中
川
法
學
士
の 

「

鐵
道
論」

は
大
正
八
年
十
月
初
め

て
鐵
道
講
習
會
か
ら 

發
行
せ
ら
れ
て
ょ
り
大
疋
九
年
四
月
に
至
る
ま
で
に
賊 

に
四
版
を
重
ね
て
居
つ
た
が
、
八 
1囘
舊
版
に
改
訂
を
加 

:

'ふ
る 

<
同
時
^
增
補
を
行
つ
て
巖
松
觉
か
‘ら
出
版
せ
ら 

れ
る
こS

V
J

な
つ
た
。

.
新
版
は
舊
版
に
比
し
て
頁
數
に
於
て
却
て
九
頁
の
減 

•
少
を
來
し
た
が
、

J

行
の
字
數
が
諸
つ
て
居
る
か
ら
之 

を
普
通
の
字
詰
に
引
直
す
ど
き
は
三
西
二
十 

一
H
に
相 

當
■す
る
、
即
ち
诳
に
五
十
五
頁
の
增
加
に
相
當
す
る
タ 

而
し
て
此
の
增
加
は
主
S
し
て「

鐵
道
國
有」

及

び「

我 

國
痕
鐵
道
の
現
況
及
び
特
色」

な
る
一
一
つ
の
章
が
新
に

加
へ
ら
れ
た
爲
め
^
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

:
新
に
；'加
へ
ら
れ
た
る「

鐵
遒
國
有
し
の
章
：は
、
本
邦
に 

於
け
石
鐵
道
國
有
の
撖
求
を
記
し
た
も
の
で
、
.即
ち
第 

.

.

1.

節
に
於
て
'は
旣
に
明
治
五
年
のH

部
®
の
鐡
道
會
社
. 

取
扱
0
儀
に
付
伺
足
中
に
.明
か
.に
示
3
れ
て
あ
る
戥
1

'
 

闕
有
の
.趣
旨
が
、
結
周
明
治
三
十
八
年
西
圓
寺
內
開
の| 

提
出
に
.係
る
鐵
遒
國
有
法
案
の
®!
過
に
ょ
つ
て
®
現
せ 

ら
る
\
に
至
る
迄
の
迂
餘
曲
_
を
叙
し
、
第
二
節
に
於 

て
鐵
遒
國
有
法
の
內
容
を
槪
說
し
、
维
三
節
^
於
て
.國

|

,,有
後
.の
'實
蹟
を
ば
主
ビ
し
て
數
字
を
用
ひ
て
示
し
て
居\

'る
：。；
而
し
て「

我
國
有
鐵
道
0
現
況
及
特
色」

の
章
に
於
：
| 

ぃ
て
は
是
れ
亦
數
字
を
用
：0
て
現
況
が
說
明
せ
6
れ
本
邦
メ 

.鐵
道
の
特
色
五
つ
が
擧
げ
ら
れ
て
届
る
。
猶
ほ
最
後
の( 

「

章「

鐵
道
勞
働」

中
の
第
ニ
節
現
業
員
恃
遇
中
^
.

「

現

業

I. 

婆
員
#」

の
一
款
を
加
へ
て
そ
の
組
織
を
述
ベ
て
^:\

ぐ
改
訂
の
個
所
に
就
て
は
：、
：大
體
は
於
て
、：統
計
を
新
. 

に
し
、
法
規
や
經
營
法
や
組
織
な
ざ
の
變
觅
に
伴
つ
て 

事
實
の
叙
述
を
之
{:
合
致
甘
し
め
^
-
い
ふ
に
過
ぎ

 ̂

•

し
て
、
全
體
の
結
構
や
意
見
に
，は
殆
ん
r
變
K
を
來
し

辕
十
5S
卷

P
七
〇
五

)

:|
:
新
刊
紹
介

て
居
ら
な
い
。

新
版
ど
舊
版
，t
の
比
較
は
大
體
右
の
如
く
で
ぁ
つ 

て
、
槪
し
て
云
へ
ば
、
新
版
は
舊
版
と
そ
の
性
質
に
就 

て
異
な
る
所
は
な
い
、
從
つ
て
先
き
R
私
が
舊
版
に
對 

.
し

て

加

へ

た

批

評

ば

今

猶

ほ

そ

の

鐵

化

新

版

に

向

づ

て

加
へ
得
ら
れ
る
。
琵
本
邦
證
の
實
際
的
說
明
に
詳

し
C
し
て
理
論
が
比
較
的
少
い
ミ
い
ふ
感
じ
は
、
新
な 

る
ニ
章一

款
の
掃
A
に
ょ
つ
て
益
々
深
く
な
つ
た
。
私 

は
著
者
が
常
に
改
訂
を
加
へ
て
最
近
の
狀
態
に
於
け
る 

本
齊
鐡
道
の
實
相
‘.を
傳
へ
む
と
す
る
の
勞
を
多
ど
甘
ざ 

る
を
得
な
い
.、
が
を
れ
ビ
同
時
に
本
#
を
し
て
今
少
し 

く
理
論
に
强
か
ら
し
め
.ら
れ
む
乙
€
を
蜀
窺
す
る
も
® 

で
ぁ
る
"(

增
井
幸
雄

)

'
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